









































旧制高校の学科課程は，① 1886（明治 19）年 7月 1日，文部省令第 16号「高等中学校ノ学科及其程度」，
② 1894（明治 27）年 7月 21日，文部省令第 18号「大学予科規程」，③ 1900（明治 33）年 8月 4日，
文部省令第 13号「高等学校大学予科学科規程」，④ 1919（大正 8）年，文部省令第 8号「高等学校規
程」，⑤ 1942（昭和 17）年 3月 30日，文部省令第 31号「高等学校規程ノ臨時措置ニ関スル件」，同日，
















リキュラムの独自性を表わしている。例として，1887（明治 20）年 1月 29日に，予科及び本科の学
39旧制高等学校生徒の精神形成史研究（山本）
科課程を定めた第一高等中学校の学科課程をみると（14），予科学科課程表によれば（表 1–1），その外
国語時数の全教科時数に占める割合は第 3級 30％，第 2級約 38％，第 1級 30％である（15）。また，第
一外国語（通常英語）について，同予科学科課程表と「尋常中学校ノ学科及其程度」（1886年 6月 22
日）に示された第 3年（予科 1年）から第 5年（予科 3年）の時数を比較すれば，前者がその第 1年




表（1-1）　第一高等中学校学科課程 予科学科課程表 1887（明治 20）年 1月
























































































































第 1年 6 ［9］ ［9］ ［9］ 3 3 30
第 2年 5 ［9］ ［9］ ［9］ 3 2 3 31






倫 理 国 語 英 語
独語又
ハ仏語
数 学 物 理 化 学
地質及
鉱 物
図 画 体 操 計
第 1年 3 8 8 5 4 3 31
第 2年 7 7 4 3 3 4 3 31
第 3年 1 4 4 6 3
実　講




倫 理 国 語 独 語
英語又
ハ仏語




第 1年 3 13 3 3 4 3 29




第 3年 1 10 3 2
実　講 実　講
















































































































































　⒅ 「高等学校大学予科学科規程ニ関スル件」（1900年 8月 4日文部省訓令第 9号）。前掲書『資料集成旧制高










　25 『明治以降教育制度発達史』第 5巻（1939年，文部省）253頁 –268頁。









年の「高等学校規定」第 23条により許可制となり，「高等諸学校教科書認可規程」（昭和 15年 11月 26日文






発表された研究文献も少ない。管見のかぎりでは，『英語青年』第 45巻第 5号（大正 10年 6月 1日発行）か









　31 「前掲書」「旧制高等学校全書」通信 3号，『資料集成旧制高等学校全書』第 3巻，所収。
　32 寺﨑昌男『大学教育の創造―歴史・システム・カリキュラム』『前掲書』32頁 –33頁。
　33 寺﨑昌男「旧制高校研究の視座」『前掲書』158頁。
